
漫
画
『
RIO
T』
作
者
・
塚
田
ゆ
う
た
さ
ん
の

漫
画
『
RIO
T』
作
者
・
塚
田
ゆ
う
た
さ
ん
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
２
～
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
！

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
２
～
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
！

　
　
松
崎
温
泉
郷
観
光
マ
ッ
プ
の
刷
新
に
当
た
り
、
塚
田
ゆ
う
た

　
さ
ん
に
作
画
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
　
今
後
、
松
崎
町
観
光
協
会
と
さ
ら
に
観
光
情
報
を
加
え
、

　
新
た
な
マ
ッ
プ
が
完
成
し
ま
す
。

広
報
広
報

広
報
広
報
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漫
画

『
Ｒ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
』
作
者

・
塚
田
ゆ
う
た
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

松
崎
温
泉
郷
観
光
マ
ッ
プ
の

刷
新
に
当
た
り
、
月
刊
！
ス
ピ

リ
ッ
ツ
で
連
載
中
の
漫
画
『
Ｒ

Ｉ
Ｏ
Ｔ
』
の
作
者
、
塚
田
ゆ
う
た

さ
ん
に
作
画
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

お
気
付
き
の
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
作
中
で
、
主
人
公

た
ち
が
活
躍
す
る
町
は
、
松
崎

町
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
ま

す
。
先
日
、
漫
画
の
取
材
で
お

越
し
い
た
だ
い
た
際
に
、
漫
画

『
Ｒ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
』
に
込
め
る
想
い

を
伺
い
ま
し
た
。

な
ぜ
、
松
崎
町
を
モ
デ
ル

な
ぜ
、
松
崎
町
を
モ
デ
ル

に
し
た
の
で
す
か
？

に
し
た
の
で
す
か
？

聞
き
手
：
こ
の
た
び
は
、
町
の

観
光
マ
ッ
プ
の
制
作
に
ご
協
力

い
た
だ
き
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

塚
田
さ
ん
：
い
え
い
え
、
こ
ち
ら

こ
そ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

聞
き
手
：
『
Ｒ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
』
の
連

載
開
始
後
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
松

崎
の
風
景
が
出
て
く
る
の
か

と
、
町
で
話
題
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
な
ぜ
、
町
を
モ
デ
ル
と

し
て
選
ば
れ
た
の
か
教
え
て
く

だ
さ
い
。

塚
田
さ
ん
：
僕
自
身
、
静
岡
県

出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

漫
画
自
体
は
地
方
の
ど
こ
か
を

舞
台
に
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
あ
っ
た
の
で
、
自
然
と
静
岡

の
町
の
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

前
職
で
、
伊
豆
に
来
る
機
会
が

あ
っ
て
、
伊
豆
の
雰
囲
気
が
気

に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
「
地
方

か
ら
の
発
信
」
を
テ
ー
マ
に
す

る
こ
と
は
決
め
て
い
て
、
松
崎

は
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
と
合
っ
て

い
る
と
直
感
し
ま
し
た
。
実
際

に
取
材
に
来
て
み
た
ら
、
と
て

も
良
い
場
所
だ
っ
た
の
で
、
「
こ

こ
に
し
よ
う
」と
思
い
ま
し
た
。

松
崎
町
の
第
一
印
象
は
？

松
崎
町
の
第
一
印
象
は
？

聞
き
手
：
松
崎
町
に
お
越
し
に

な
っ
た
の
は
、
今
日
で
何
回
目

で
す
か
。

塚
田
さ
ん
：
３
回
目
で
す
。

聞
き
手
：
松
崎
の
第
一
印
象
は
、

ど
ん
な
感
じ
で
し
た
か
。

塚
田
さ
ん
：
西
伊
豆
の
方
か
ら

海
沿
い
を
来
る
と
、
松
崎
町
の

入
り
口
に
「
花
と
ロ
マ
ン
の

里
」
の
看
板
が
出
て
き
ま
す
よ

ね
。
そ
の
後
、
町
中
の
方
へ
坂

を
下
っ
て
い
る
と
、
道
路
の
両

端
に
な
ま
こ
壁
デ
ザ
イ
ン
の
街

灯
が
並
ん
で
い
て
、
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の

よ
う
な
特
別
な
ワ
ク
ワ
ク
感
が

あ
り
ま
し
た
。
町
の
風
景
が
す

て
き
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
な
ん

で
す
け
ど
、
人
が
と
に
か
く
温

か
く
て
。
優
し
く
て
。

聞
き
手
：
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
取

材
に
行
き
ま
し
た
か
。

塚
田
さ
ん
：
あ
の
時
は
、
重
文

岩
科
学
校
や
旧
依
田
邸
を
取
材

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

聞
き
手
：
実
際
に
松
崎
町
を
取

材
さ
れ
た
場
所
が
、
作
品
の
中

に
出
て
き
て
い
た
り
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

塚
田
さ
ん
：
あ
ま
り
表
に
出
る

も
の
で
は
な
く
て
、
あ
く
ま
で

「
構
想
」
で
は
あ
り
ま
す
が
、
旧

依
田
邸
の
方
面
に
ア
イ
ジ
の
家

が
あ
り
ま
す
。
自
分
も
含
め
、

地
方
の
高
校
生
は
、
自
転
車
が

移
動
手
段
の
中
心
だ
と
思
う
ん

で
す
。
学
校
か
ら
そ
れ
な
り
に

距
離
が
あ
る
方
が
、
自
転
車
の

描
写
が
描
け
る
か
な
と
、
松
崎

町
の
取
材
を
思
い
出
し
な
が
ら

描
い
て
い
ま
す
。

松
崎
町
の
中
で
、
お
気
に

松
崎
町
の
中
で
、
お
気
に

入
り
の
風
景
は
？

入
り
の
風
景
は
？

聞
き
手
：
今
ま
で
作
品
に
登
場

し
た
中
で
、
気
に
入
っ
て
い
る

松
崎
の
風
景
は
あ
り
ま
す
か
。

塚
田
さ
ん
：
１
巻
の
表
紙
に
も

し
て
い
る
浜
丁
付
近
で
す
ね
。

聞
き
手
：
１
巻
の
表
紙
に
す
る

く
ら
い
だ
か
ら･

･
･

。

塚
田
さ
ん
：
相
当
気
に
入
っ
て

い
ま
す
ね(

笑)

。
１
巻
の
表

紙
は
、
町
の
風
景
の
中
に
主
人

公
た
ち
が
な
じ
ん
で
い
る
よ
う

に
描
く
こ
と
で
、
「
こ
う
い
う

町
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
る
よ
」

と
い
う
こ
と
を
読
者
に
伝
え
た

い
意
図
が
あ
り
ま
し
た
。

聞
き
手
：
松
崎
の
風
景
を
表
紙

で
描
い
て
い
た
だ
き
感
激
し
ま

し
た
。

▲松崎町観光協会に、塚田さんから頂いたサイン本とスケッチを飾っています。
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松
崎
町
民
の
気
質
は
、
作
品

松
崎
町
民
の
気
質
は
、
作
品

に
も
影
響
し
て
い
ま
す
か
？

に
も
影
響
し
て
い
ま
す
か
？

聞
き
手
：
こ
れ
ま
で
関
わ
っ
た

松
崎
町
の
人
の
気
質
な
ど
は
、

実
際
に
作
品
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
な
っ
た
り
す
る
の
で

す
か
。

塚
田
さ
ん
：
今
の
質
問
で
気
付

い
た
ん
で
す
け
ど
、
松
崎
町
の

皆
さ
ん
は
、
町
を
案
内
し
て
く

れ
る
時
、
引
っ
張
っ
て
く
れ
る

感
じ
が
あ
り
ま
す
。
自
分
よ
り

も
年
上
の
方
ば
か
り
だ
っ
た
の

で(

笑)

、
大
人
に
導
い
て
も

ら
う
感
覚
に
な
り
ま
し
た
。
作

品
の
中
で
も
、
町
の
大
人
た
ち

が
、
主
人
公
の
高
校
生
た
ち
を
導

い
て
く
れ
る
よ
う
な
描
写
が
出
て

く
る
ん
で
す
。
知
ら
ず
知
ら
ず
の

う
ち
に
、
松
崎
町
の
人
を
描
い

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

漫
画
『
Ｒ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
』
を
通

漫
画
『
Ｒ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
』
を
通

じ
て
描
い
て
み
た
い
こ
と

じ
て
描
い
て
み
た
い
こ
と

聞
き
手
：
作
中
に
は
、
な
じ
み

の
あ
る
校
門
の
高
校
が
出
て
き

ま
す
が･

･
･
(

笑)

、
作
品
を

通
し
て
、
若
い
世
代
に
伝
え
た

い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

塚
田
さ
ん
：
「
好
き
な
こ
と
を

持
つ
こ
と
と
、
そ
れ
を
長
く
続

け
る
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
れ
を

仕
事
に
す
る
に
は
ど
う
す
る

か
」
を
僕
自
身
、
ず
っ
と
考
え

て
き
ま
し
た
。
地
方
で
あ
っ
て

も
、
世
界
の
ど
こ
と
で
も
つ
な

が
る
こ
と
が
で
き
る
時
代
に

な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
好
き
な

こ
と
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
そ
れ
を
生
業
に
で
き
る
機

会
も
巡
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

聞
き
手
：
「
地
方
か
ら
発
信
す

る
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
大
き
く

据
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
な
ぜ
こ
の
テ
ー
マ
を
選
ば

れ
た
の
か
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

け
ま
す
か
。

塚
田
さ
ん
：
ま
ず
、
私
が
地
方

新
聞
社
で
働
い
て
い
た
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
あ
と
、
こ

う
い
う
漫
画
を
描
き
た
い
と
い

う
前
提
で
言
う
と
、
二
項
対
立

的
な
発
想
で
話
を
考
え
て
い

て
、
例
え
ば
、
「
Ｚ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」

と
「
商
業
雑
誌
」
と
か
、
あ
ん

ま
り
好
き
じ
ゃ
な
い
で
す
け

ど
、
「
陰
キ
ャ
」
と
「
陽
キ
ャ
」

と
か
。
そ
し
て
、「
田
舎
」と
「
都

会
」
と
か
。
そ
れ
が
逆
転
し
た

り
、
つ
な
が
っ
た
と
き
に
、
カ

タ
ル
シ
ス
が
生
ま
れ
て
、
面
白
く

な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

聞
き
手
：
今
後
、「
田
舎
」と
「
都

会
」
の
葛
藤
を
描
く
よ
う
な
展

開
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

塚
田
さ
ん
：
そ
う
で
す
ね
。
ま

だ
考
え
中
で
す
が
、
そ
れ
も

あ
っ
て
、
シ
ャ
ン
ハ
イ
の
兄

ち
ゃ
ん
を
東
京
で
働
か
せ
て
い

る
ん
で
す
ね
。

聞
き
手
：
お
お
、
な
る
ほ
ど
。

塚
田
さ
ん
：
う
ま
く
つ
な
げ
ら
れ

た
ら
、
面
白
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

聞
き
手
：
今
更
な
の
で
す
が
、

漫
画
に
は
い
ろ
い
ろ
な
伏
線
が
張

り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
・
・
・
。

塚
田
さ
ん
：
あ
と
、
美
し
い
田

舎
の
表
現
と
し
て
、
物
語
が
進

む
に
つ
れ
て
、
米
が
育
っ
て
い

く
描
写
を
入
れ
て
、
時
間
の
経

過
や
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
描

い
て
み
た
い
な
と
も
思
い
ま
す
。

松
崎
町
の
皆
さ
ん
に
、
メ
ッ

松
崎
町
の
皆
さ
ん
に
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
を

セ
ー
ジ
を

聞
き
手
：
最
後
に
、
さ
ら
に
読
者

が
増
え
そ
う
な
松
崎
町
の
皆
さ
ん

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

塚
田
さ
ん
：
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
求
め

ら
れ
る
と
緊
張
し
ま
す
ね(

笑)

。

聞
き
手
：
す
み
ま
せ
ん
・
・
・
。

塚
田
さ
ん
：
松
崎
町
に
来
て

思
っ
た
の
が
、
町
の
気
候
が
人

を
育
て
て
い
る
の
か
な
と
、
接

す
る
人
た
ち
か
ら
感
じ
ま
し

た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
っ
て
る

の
か
な(

笑)

。

聞
き
手
：
そ
れ
は
、
町
民
の
気

質
と
気
候
に
共
通
点
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
か
。

塚
田
さ
ん
：
は
い
。
穏
や
か
で
。

気
楽
に
優
し
く
接
し
て
も
ら
え
て
。

自
然
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
松

崎
の
雰
囲
気
が
大
好
き
で
す
。

聞
き
手
：
本
日
は
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
の
連
載

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

漫
画
『
Ｒ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
』
は
、
松

崎
町
を
モ
デ
ル
に
し
た
海
が
見

え
る
穏
や
か
な
町
を
舞
台
に
、

男
子
高
校
生
の
シ
ャ
ン
ハ
イ
と

ア
イ
ジ
が
、
Ｚ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
個
人

や
少
人
数
で
発
行
す
る
自
主
的

な
出
版
物
）
の
制
作
に
没
頭
す

る
青
春
の
物
語
で
す
。

　

10
月
１
日
現
在
、
単
行
本
２
巻

ま
で
発
行
さ
れ
て
い
て
、
３
巻
は

10
月
30
日
（
木
）
発
売
予
定
で
す
。

　

漫
画
『
Ｒ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
』
は
、
松

崎
町
立
図
書
館
で
も
貸
し
出
し

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
読

み
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課(

４
２)

３
９
６
４

▲２巻表紙 ▲１巻表紙▲図書館
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令和６年度　一般会計

決 算 報 告
総額 44 億 7,084 万円を

 このように使いました
　第６次総合計画の将来像の「ここでは、誇り
高く、穏やかに、豊かに生きられる～コンパッ
ションタウン松崎～」に向けた対策の取り組み
を行いました。

21.3％（前年度比　＋1億3,921万円）

総務費　9億 5,087 万円

21.2％（前年度比　＋ 2,886 万円）

民生費　9億 4,906 万円

6.2％（前年度比　＋ 4,367 万円）

◎
歳
入
の
状
況

◎
歳
入
の
状
況

　

歳
入
決
算
額
は
、
46
億
７
４

８
７
万
円
（
前
年
度
比
９
・
７
％

増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

学
校
施
設
環
境
改
善
交
付

金
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

シ
ス
テ
ム
整
備
費
補
助
金
な
ど

の
国
庫
支
出
金
が
１
７
９
３
万

円
、
県
単
独
農
業
農
村
整
備
事

業
費
補
助
金
な
ど
の
県
支
出
金

が
１
０
０
６
万
円
、
地
方
交
付

税
が
１
億
１
８
７
８
万
円
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新

共
同
調
理
場
建
設
工
事
な
ど
の

財
源
と
し
て
町
債
３
億
９
３
６

６
万
円
を
借
り
入
れ
ま
し
た
。

　

町
税
に
つ
い
て
は
、
徴
収
率

は
97
・
５
％
（
前
年
度
比
増
減
な

し
）
と
な
り
ま
し
た
が
、
収
入

額
で
は
定
額
減
税
の
影
響
に
よ
り
、

２
３
４
２
万
円
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

自
主
財
源
比
率
は
、
地
方

交
付
税
の
増
な
ど
に
よ
り
28･

１
％
（
前
年
度
比
４
・
７
％
減
）

と
な
り
ま
し
た
。
２
割
台
の
低

水
準
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
町

税
、
使
用
料
及
び
手
数
料
な
ど

の
自
主
財
源
の
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

農林水産業費　2億 7,577 万円

・財政調整基金積立金 ･･･････････････ 1 億円
・ふるさと納税推進事業 ･････････ 6,585 万円
・路線バス対策事業 ･････････････ 3,400 万円
・地域おこし協力隊事業 ･････････ 3,157 万円
・過疎地域持続的発展特別事業基金積立金 ･･ 3,020 万円
・花いっぱい運動推進事業 ･･･････ 2,068 万円
・移住定住推進事業 ･････････････ 1,438 万円

・自立支援給付費 ･･･････････ 1 億 7,995 万円
・後期高齢者医療事業（繰出金他）･･ 1 億 6,172 万円
・介護保険事業（繰出金他） ･･ 1 億 5,294 万円
・価格高騰重点支援給付金事業 ････ 8,217 万円
・国民健康保険事業（繰出金他）･･ 7,850 万円
・保育所実施委託 ･･･････････････ 7,275 万円
・児童手当 ･････････････････････ 4,754 万円
・地域福祉推進事業（買い物等支援事業他）･･ 1,836 万円
・重度障害者医療費助成事業 ･････ 1,258 万円

11.3％（前年度比　Δ 3,534 万円）

衛生費　5億 736 万円

・じん芥処理事業（清掃点検業務委託他）
　･････････････････････････ 2 億 2,087 万円
・西豆衛生プラント組合負担金 ･･･ 6,651 万円
・上水道事業（水道事業会計補助金）･･ 3,800 万円
・予防事業（インフルエンザ、定期・任意予防接種事業他）
　･･････････････････････････････ 1,925 万円
・老人健康対策事業（がん検診事業他）･･ 1,354 万円
・こども医療費助成 ･････････････ 1,243 万円
・新斎場整備事業 ･･･････････････ 1,140 万円

・県単独農業農村整備事業（農道伏倉山崎線拡幅工事他）
　･････････････････････････････ 3,843 万円
・農地事業（県営中山間地域農業農村総合整備事業他）
　･････････････････････････････ 3,600 万円
・国土調査事業（地籍調査）･････ 2,437 万円
・林業振興事業（森林環境譲与税基金積立金他）
　･････････････････････････････ 2,329 万円
・治山事業（雲見風早治山工事他） ･･ 1,551 万円

地方譲与税　　　　　0.9％　　　4,314 万円
利子割交付金　　　　0.0％　　　　 26 万円
配当割交付金　　　　0.1％　　　　478 万円
株式等譲渡
所得割交付金　　　　0.2％　　　　823 万円
法人事業税交付金　　0.3％　　　1,363 万円
地方消費税交付金　　3.3％　1億 5,211 万円
環境性能割交付金　　0.1％　　　　486 万円
地方特例交付金　　　0.5％　　　2,224 万円

※

※

歳　入
46億

7,487 万円

地方交付税
43.5％

20 億 3,528 万円

 国庫支出金
9.6％

4 億 4,964 万円

 県支出金
5.1％

2 億 3,684 万円

繰入金
 6.0％

2 億 7,941 万円

繰越金
4.4％

2 億 553 万円

町　債
8.4％

3 億 9,366 万円
町　税
12.4％

5 億 8,185 万円

寄附金
1.4％　

6,561 万円

財産収入
0.1％

296 万円

諸収入
2.5％

1 億 1,719 万円

使用料及び手数料
0.9％

4,382 万円

分担金及び負担金
　0.3％

1,383 万円
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7.2％（前年度比　Δ 2,756 万円）

公債費　3億 1,997 万円

1.1％（前年度比　＋ 72 万円）

議会費　4,955 万円

災害復旧費　219 万円

0.0％（前年度比　Δ 5,508 万円）

教育費　6億 4,212 万円

14.4％（前年度比　＋ 3億 2,873 万円）

消防費　2億 8,264 万円

・下田地区消防組合負担金 ･････ 2 億 1,371 万円
・消防団運営事業 ･････････････････ 2,902 万円
・災害対策事業（資機材・備蓄食料整備他）
　･･･････････････････････････････ 2,209 万円
・消防施設管理整備事業（消防車両購入他）
　･･･････････････････････････････ 1,782 万円

土木費　2億 3,490 万円

◎
歳
出
の
状
況

◎
歳
出
の
状
況

　

歳
出
決
算
額
は
、
44
億
７
０

８
４
万
円
（
前
年
度
比
10
・
３
％

増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

経
常
経
費
の
内
容
精
査
を
進

め
、
無
駄
な
経
費
の
削
減
に
努

め
な
が
ら
、
老
朽
化
に
よ
る
新

共
同
調
理
場
建
設
工
事
や
長
寿

命
化
を
目
的
に
伏
倉
橋
補
修
工

事
の
実
施
、
利
便
性
向
上
を
図
る

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
の
ス
マ
ー
ト

ロ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
導
入
、
国
の
制

度
を
活
用
し
て
企
業
人
材
を
受

け
入
れ
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知

見
に
よ
り
観
光
振
興
や
町
有
施

設
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
、
物
価
高

騰
対
策
と
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
事
業
や
定
額
減
税
、
非
課

税
世
帯
な
ど
へ
の
給
付
金
事
業

を
行
い
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
将
来
的
な
大
型
事

業
や
災
害
な
ど
の
有
事
に
備

え
、
財
政
調
整
基
金
に
１
億
円

を
積
み
立
て
る
な
ど
、
計
画
的

な
財
政
運
営
に
留
意
し
た
予
算

執
行
を
行
い
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

商工費　2億 5,641 万円

5.7％（前年度比　Δ 3,021 万円）

・公共土木施設災害復旧事業 ･･････ 219 万円 ・元金 ････････････････････ 3 億 1,353 万円
・利子 ･･････････････････････････ 644 万円

・義務教育施設整備事業（共同調理場建設工事他）
　･･･････････････････････････ 3 億 4,890 万円
・学校給食費 ･････････････････････ 4,009 万円
・幼稚園運営費 ･･･････････････････ 3,577 万円
・小学校管理費 ･･･････････････････ 3,084 万円
・中学校管理費 ･･･････････････････ 2,181 万円

・議員報酬、手当等

6.3％（前年度比 ＋ 1,410 万円）

5.3％（前年度比　＋ 869 万円）
・道路維持事業（町道石部線舗装補修工事他）
　････････････････････････････････ 9,109 万円
・橋梁維持事業（伏倉橋補修工事他）
　････････････････････････････････ 4,396 万円
・住宅地震対策事業 ･･･････････････ 2,937 万円
・河川維持事業（堆積土砂撤去工事他）
　･･････････････････････････････…･ 555 万円

・観光振興事業（海水浴事業他）� ････ 8,522 万円
・商工振興事業（物価高騰対策プレミアム商品券事業他）
　････････････････････････････････� 4,163 万円
・ふれあい交流推進事業（グリーンツーリズム推進事業）
　････････……………････････････････� 480 万円

性　質　別 決　算　額 比　率

人 件 費　８億１，００２万円 18.1％

物 件 費 ９億４，１００万円 21.1％

維 持 補 修 費 ５，５０２万円 1.2％

扶 助 費 ４億３，５２７万円 9.7％

補 助 費 等 ８億５，４３８万円 19.1％

公 債 費 ３億１，９９７万円 7.2％

積 立 金 １億７，０３６万円 3.8％

投資及び出資金貸付金 ３９５万円 0.1％

繰 出 金 ２億４，０６６万円 5.4％

普 通 建 設 事 業 費 ６億３，８０２万円 14.3％

災 害 復 旧 事 業 費 ２１９万円 0.0％

合　　　計 44 億７，０８４万円 100.0％

令和６年度一般会計決算性質別歳出内訳表

歳　出
44億

7,084 万円
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「
経
営
健
全
化
基
準
」
）
と
財
政

破
綻
状
態
（
会
社
で
い
う
「
倒

産
」
）を
示
す
『
財
政
再
生
基
準
』

が
あ
り
、
比
率
が
基
準
以
上
に

な
る
と
、
国
や
県
の
手
助
け
や

管
理
の
下
、
財
政
再
生
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

町
の
財
政
健
全
化
判
断
比

町
の
財
政
健
全
化
判
断
比

率
は
？

率
は
？

　

令
和
６
年
度
決
算
に
よ
る
算

定
で
は
、
全
て
の
判
断
比
率
が

財
政
健
全
化
法
で
の
基
準
を
下

回
っ
て
お
り
、
令
和
５
年
度
決

算
に
引
き
続
い
て
財
政
の
健
全

性
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
町
の
収
入
の
う
ち

町
税
な
ど
自
主
財
源
の
占
め
る

割
合
は
、
２
割
台
の
低
水
準
と

な
っ
て
い
ま
す
。
自
治
体
の
財

政
状
況
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

に
よ
り
比
較･

分
析
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
こ

の
法
律
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
方

　

財
政
健
全
化
判
断
比
率
と
は
、

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

自
治
体
の
財
政
破
綻
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
自

治
体
の
会
計
で
あ
る
一
般
会
計
、

特
別
会
計
（
企
業
会
計
含
む
）

な
ど
、
自
治
体
の
財
政
状
況
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
毎
年
度

の
決
算
時
に
算
定
す
る
「
健
全

化
判
断
比
率
」
お
よ
び
「
資
金

不
足
比
率
」
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。

健
全
化
判
断
比
率
と
は
次
の

健
全
化
判
断
比
率
と
は
次
の

４
つ
の
比
率
を
い
い
ま
す

４
つ
の
比
率
を
い
い
ま
す

①
実
質
赤
字
比
率

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

③
実
質
公
債
費
比
率

④
将
来
負
担
比
率

　

健
全
化
判
断
比
率
（
公
営
企

業
は
「
資
金
不
足
比
率
」
）で
は
、

財
政
の
危
険
信
号
を
示
す
『
早

期
健
全
化
基
準
』
（
公
営
企
業
は

【
問
合
せ
】

総
務
課(

４
２)

３
９
６
３

法･

分
析
に
よ
り
、
健
全
財
政

の
推
進
に
努
め
ま
す
。

松
崎
町
は
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
ま
す

財
政
指
標
か
ら
見
る
松
崎
町
の
財
政
状
況

財
政
指
標
か
ら
見
る
松
崎
町
の
財
政
状
況

健全化指標 松崎町の比率 早期健全化基準 財政再生基準

① 実 質 赤 字 比 率 － （－） 15． 00% 20． 00％

②連結実質赤字比率 － （－） 20． 00％ 40． 00％

③ 実 質 公 債 費 比 率 ５．５％（５．３％） 25． ０％ 35． ０%

④ 将 来 負 担 比 率 － （－） ３５０．０％ なし

※実質赤字比率、 連結実質赤字比率の 「－」 は黒字の意味。
※将来負担比率の 「－」 は、 数値が０以下で健全性が保たれていることを示す。
※ （　） 内は前年の比率。

財政健全化判断比率

公営企業に係る資金不足比率

特別会計名 松崎町の比率 経営健全化基準 財政再生基準

水 道 事 業 会 計 － （－）

20． ０％ なし

温 泉 事 業 会 計 － （－）

伊 豆 ま つ ざ き 荘 会 計 － （－）

岩 地 漁 業 集 落 排 水 事 業 会 計 － （－）

石 部 農 業 集 落 排 水 事 業 会 計 － （－）

雲 見 漁 業 集 落 排 水 事 業 会 計 － （－）

※ 「－」 は黒字の意味で （ ） 内は前年の比率。

【
用
語
の
解
説
】

①
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
の
赤
字
の
程

度
を
指
標
化
し
、
財
政
運
営
の

悪
化
の
度
合
い
を
示
す
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

特
別
会
計･

公
営
企
業
会
計

を
含
む
全
会
計
の
赤
字
の
程
度

を
指
標
化
し
、
団
体
全
体
と
し

て
財
政
運
営
の
悪
化
の
度
合
い

を
示
す
。

③
実
質
公
債
費
比
率

　

借
入
金
（
一
部
事
務
組
合
の

公
債
費
負
担
金
を
含
む
）
の
返

済
額
の
大
き
さ
を
指
標
化
し
、

資
金
繰
り
の
程
度
を
示
す
。

（
過
去
３
年
間
の
平
均
）

④
将
来
負
担
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
の
借
入
金
や

将
来
負
担
す
べ
き
負
債
額
が
、

将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性

の
度
合
い
を
示
す
。

⑤
資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
に
お
け
る
一
般
会

計
な
ど
の
実
質
赤
字
に
相
当
す

る
も
の
。
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介
護
保
険

・
後
期
高
齢
者
医
療

・
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
決
算
の
概
要

特別会計 被保険者数 歳入 歳出 差引額

介　護　保　険 ２，８３６人 10 億５，０６６万５千円 ９億８，４７０万９千円 ６，５９５万６千円

後期高齢者医療 １，７２３人 １億４，４５２万５千円 １億４，４５２万３千円 ２千円

国 民 健 康 保 険 １，６２２人 ８億７，２２６万２千円 ８億６，７２４万２千円 ５０２万円

【特別会計決算の状況】

■一人当たり医療費

７６３， ９８０円７６３， ９８０円
（前年度比１４， ０８８円減）

保険税収納額と保険給付費の推移 単位：千円

介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

　

令
和
７
年
３
月
末
現
在
、
65

歳
以
上
の
被
保
険
者
数
は
２
８

３
６
人
、
そ
の
う
ち
、
要
介
護
・

要
支
援
認
定
者
数
は
５
３
１
人

で
、
18
・
７
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
の
歳
入
総
額
は
10

億
５
０
６
６
万
５
千
円
（
前
年

度
比
98
・
８
％
）
、
歳
出
総
額

は
９
億
８
４
７
０
万
９
千
円

（
前
年
度
比
１
０
１
・
３
％
）

と
な
り
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は

６
５
９
５
万
６
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
介
護
保
険
給
付

費
は
８
億
３
０
７
７
万
７
千
円

で
、
前
年
度
比
97
・
５
％
、
２

１
７
１
万
６
千
円
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
介
護
予
防
事
業
の

充
実
に
よ
り
、
要
介
護
認
定
者

の
減
少
と
、
重
症
化
予
防
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

令
和
７
年
３
月
末
現
在
、
被

保
険
者
数
は
１
７
２
３
人
で
、

総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
30
・

８
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
の
歳
入
総
額
は
１

億
４
４
５
２
万
５
千
円
（
前
年

度
比
１
１
４
・
５
％
）
、
歳
出

総
額
は
１
億
４
４
５
２
万
３
千

円
（
前
年
度
比
１
１
５
・
０
％
）

と
な
り
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は

２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
が
９
７
７
１
万
１
千

円
（
前
年
度
比
１
１
３
・
４
％
）

と
な
り
ま
し
た
。■一人当たり保険料

５６， ６９７円５６， ６９７円
（前年度比５， ４６４円増）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

令
和
７
年
３
月
末
現
在
、
加

入
者
は
総
人
口
の
29
・
０
％
と

な
る
１
６
２
２
人
、
世
帯
数
は
、

総
世
帯
の
38
・
３
％
と
な
る
１

０
７
８
世
帯
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
の
歳
入
総
額
は
８

億
７
２
２
６
万
２
千
円
（
前
年

度
比
95
・
６
％
）
、
歳
出
総
額

は
８
億
６
７
２
４
万
２
千
円

（
前
年
度
比
96
・
３
％
）と
な
り
、

歳
入
歳
出
差
引
額
は
５
０
２
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
へ
の
移
行
に
よ
る
被
保
険
者

数
の
減
少
が
大
き
く
、
国
民
健

康
保
険
税
は
１
億
３
１
３
５
万

２
千
円
（
前
年
度
比
94
・
１
％
）

と
な
り
ま
し
た
。
歳
出
の
保
険

給
付
費
は
、
被
保
険
者
数
の
減

少
な
ど
に
よ
り
、
６
億
３
７
９

１
万
円
（
前
年
度
比
96
・
７
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
被
保
険
者
数
の
減

少
、
一
人
当
た
り
医
療
費
の
増

加
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
医

療
費
適
正
化
に
努
め
、
国
民
健

康
保
険
制
度
の
安
定
化
を
目
指

し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課(

４
２)

３
９
６
６

■一人当たり医療費

４３０， ４７１円４３０， ４７１円
（前年度比１０， ２５０円増）

■一人当たり保険税

７７， ９６２円７７， ９６２円
（前年度比３１９円増）
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災
害
備
品
と
し
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

バ
ル
ー
ン
ラ
イ
ト
や
カ
セ
ッ
ト

ガ
ス
式
発
電
機
、
車
椅
子
用
ト

イ
レ
な
ど
を
購
入
し
ま
し
た
。

ま
た
、
備
蓄
食
料
を
新
た
に
１

万
３
８
０
０
食
購
入
し
、
飲
料

水
は
新
た
に
３
千
㍑
整
備
し
ま

し
た
。

　

令
和
７
年
度
に
は
、
津
波
避

難
タ
ワ
ー
の
建
設
に
向
け
た
都

市
防
災
事
業
計
画
を
作
成
す
る

と
と
も
に
、
町
内
全
域
を
対
象

に
整
備
計
画
を
作
成
し
、
事
業

を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
備
蓄
食
料
・
飲
料
に

つ
い
て
は
、
計
画
的
に
備
蓄
数

を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

総
合
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
実
施
状
況

防
災
対
策
の
推
進

　

令
和
５
年
３
月
に
策
定
し
た
第
６
次
総
合
計
画
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
14
年
度
ま
で
の
10
年
間
の

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で
す
。
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、
総
合
計
画
委
員
会
で

評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
の
主
な
事
業
の
実
施
内
容
や
効
果
・
課
題
、
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

１

　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
育
成
ス
ク
ー
ル

卒
業
生
の
情
報
交
換
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ホ
タ
ル
観
賞
ツ
ア
ー
、

草
花
染
め
教
室
、
教
育
旅
行
の

受
け
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

２

３

５

▲桜葉はんぺんの試験販売

高
齢
者
福
祉
の
充
実

　

高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護

予
防
の
一
体
的
実
施
に
係
る
基

本
方
針
、
実
施
計
画
書
を
策
定

し
ま
し
た
。

　

健
康
状
態
不
明
者
対
策
と
し

て
、
自
宅
訪
問
に
よ
り
生
活
状

況
の
把
握
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
町
内
８
箇
所
の
集
い
の
場

に
出
向
き
、
血
圧
測
定
や
フ
レ

イ
ル
予
防
の
健
康
相
談
・
運
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ

ロ
ー
チ
と
し
て
、
比
較
的
若
い

世
代
に
健
診
受
診
を
促
し
、
ポ

ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ

と
し
て
、
通
い
の
場
へ
の
積
極

的
な
参
加
を
促
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
充
実

　

商
工
会
で
行
っ
て
い
る
松
崎

ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
、
新
た
に

１
品
目
を
認
定
し
、
全
部
で
23

事
業
所
39
品
目
と
な
り
ま
し

た
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
や
展
示
会
な
ど
に

よ
り
、
認
定
商
品
の
周
知
お
よ

び
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
商
工
会
女
性
部
に
よ

る
特
産
品
も
商
品
化
さ
れ
、「
桜

葉
は
ん
ぺ
ん
」
を
河
津
さ
く
ら

　

子
育
て
支
援
ア
プ
リ
を
活
用

し
、
予
防
接
種
や
健
診
の
プ
ッ

シ
ュ
通
知
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
子

育
て
に
関
す
る
情
報
発
信
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
帯
の
経
済

的
負
担
軽
減
の
た
め
、
教
育
資

金
利
子
補
給
や
奨
学
金
貸
付
な

ど
の
事
業
を
継
続
し
て
実
施
し

ま
し
た
。
奨
学
金
に
つ
い
て
は
、

貸
付
対
象
者
の
拡
大
の
た
め
、

要
綱
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
教
育
資
金
利
子
補
給

金
制
度
や
奨
学
金
制
度
の
さ
ら

な
る
周
知
を
図
り
ま
す
。
加
え

て
、
児
童
館
事
業
や
保
健
師
に

よ
る
相
談
支
援
体
制
の
充
実
、

出
産
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
の
登

録
を
促
進
し
、
情
報
発
信
な
ど

４
特
産
品
の

 
 
 
 

開
発
と
活
用

祭
り
で
試
験
的
に
販
売
し
、
大

き
な
反
響
を
得
ま
し
た
。

　

開
発
し
た
商
品
や
認
定
し
た

松
崎
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
販
路
開

拓
、
広
報
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

体
験
型
観
光
の
振
興▲草花染め教室

を
充
実
す
る
こ
と
に
よ
る
子
育

て
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
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６
　

農
業
関
連
法
人
が
事
業
・
営

農
の
規
模
拡
大
を
図
れ
る
よ

う
、
農
地
の
確
保
や
必
要
な
法

手
続
き
に
つ
い
て
の
支
援
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
地
調
査
結
果
に
基

づ
く
所
有
者
へ
の
働
き
か
け
や

荒
廃
農
地
な
ど
の
保
全
に
係
る

活
動
へ
の
補
助
、
補
助
制
度
を

活
用
し
て
整
備
し
た
機
械
の
利

用
に
よ
り
保
全
管
理
の
推
進
を

図
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
就
農
者
や
農
業
法
人

な
ど
の
担
い
手
の
確
保
、
農
地

の
維
持
管
理
の
推
進
、
基
盤
整

備
に
よ
る
集
約
化
の
推
進
、
物

産
展
な
ど
で
の
地
場
産
品
の
Ｐ

Ｒ
や
加
工
品
の
商
品
化
な
ど
に

８

９

10

　

積
極
的
に
教
育
旅
行
を
誘
致

し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す

が
、
受
け
入
れ
先
の
減
少
や
経

費
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

教
育
旅
行
は
固
定
客
の
確
保
を

軸
に
し
つ
つ
、
新
た
な
取
り
組

み
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

農
業
の
振
興

　

空
き
家
改
修
等
補
助
な
ど
の

補
助
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、

移
住
定
住
促
進
協
議
会
へ
の
委

託
事
業
と
し
て
、
移
住
相
談
対

応
や
首
都
圏
に
お
け
る
Ｐ
Ｒ
、

現
地
移
住
体
験
会
、
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報

発
信
、
空
き
家
管
理
相
談
会
の

実
施
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
移
住
・
定
住
の
促
進
に
努

め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
に
、
移
住
希
望

者
の
事
前
の
滞
在
費
用
に
対
す

る
補
助
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
移
住
定
住
促
進

協
議
会
を
中
心
に
事
業
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
空
き
家
バ
ン

ク
登
録
強
化
を
図
り
ま
す
。

▲石部棚田水車小屋お披露目

７
移
住
・
定
住
の
推
進

よ
る
販
路
の
拡
大
活
動
を
通
し

て
農
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

地
域
資
源
の
保
全
と

  

活
用
（
石
部
棚
田
）

足
が
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、
棚

田
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る

中
で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
Ｏ
Ｂ
、

二
地
域
居
住
者
、
棚
田
オ
ー

ナ
ー
会
員
、
常
葉
大
学
な
ど
外

部
か
ら
の
協
力
者
の
尽
力
に
よ

り
、
作
業
の
効
率
化
を
図
り
、

日
常
作
業
お
よ
び
田
植
え
祭
、

収
穫
祭
な
ど
の
オ
ー
ナ
ー
会
員

の
受
入
れ
事
業
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
の
交
付
金
を
活
用

し
、
茅
葺
き
の
水
車
小
屋
の
修

繕
や
畦
畔
の
試
験
的
設
置
な
ど

新
た
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

た
な
担
い
手
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
交
付
金
を
活
用

し
、
水
位
セ
ン
サ
ー
な
ど
Ｉ
Ｃ

Ｔ
技
術
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

住
民
参
加
の
促
進

　

第
６
次
総
合
計
画
で
示
し
た

コ
ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
松
崎

の
実
現
に
向
け
て
、
ま
ち
の
つ

な
ぎ
役
の
た
め
の
学
び
合
い
講

座
を
計
８
回
開
催
し
、
勉
強
会

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
チ
ー
ム

活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
住
民
参
加
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
の

普
及
促
進

　

窓
口
収
納
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
導
入
事
業
に
よ
り
、
役

場
窓
口
の
支
払
い
に
お
け
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
図
り
ま

し
た
。
体
育
施
設
に
お
け
る
予

約
シ
ス
テ
ム
・
ス
マ
ー
ト
ロ
ッ

ク
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業
で
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
体
育
施

設
を
予
約
で
き
る
予
約
シ
ス
テ

ム
の
導
入
、
役
場
で
の
鍵
の
受

け
取
り
、
返
却
の
必
要
を
な
く

し
、
直
接
施
設
で
開
閉
で
き
る

ス
マ
ー
ト
ロ
ッ
ク
の
導
入
に
よ

り
、
利
便
性
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
活
性
化
起
業
人

を
中
心
に
、
ス
マ
ホ
教
室
を
計

35
回
実
施
し
、
デ
ジ
タ
ル
デ
バ

イ
ド
対
策
に
努
め
ま
し
た
。

　

今

後

は
、

導

入

さ
れ

た

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
や
予
約

シ
ス
テ
ム
・
ス
マ
ー
ト
ロ
ッ
ク

シ
ス
テ
ム
の
他
施
設
な
ど
へ
の

拡
張
を
検
討
し
、
デ
ジ
タ
ル
化

の
普
及
を
図
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

▲まちのつなぎ役のための学び合い講座

　

棚
田
保
全
に
係
る
担
い
手
不

　

今
後
、
地
域
で
の
担
い
手
募

集
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、オ
ー

ナ
ー
会
員
の
移
住
促
進
な
ど
、
新
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交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

小
学
生
低
学
年(

１
・
２
年)

の
部

最
優
秀
賞　

渡
辺　

琉
仁(

２)

優 

秀 

賞　

齋
藤　
　

旭(

１)

優 

秀 

賞　

稲
葉　

美
結(

２)

佳　
　

作　

後
藤　

瑠
月(

１)

佳　
　

作　

髙
橋　

陽
花(

１)

佳　
　

作　

土
屋　

陽
史(

２)

小
学
生
中
学
年(

３
・
４
年)

の
部

最
優
秀
賞　

松
岡　

と
わ(

３)
優 
秀 
賞　

金
刺　

美
澄(

４)

優 

秀 
賞　

八
木　

颯
士(

４)

佳　
　

作　

関　

菜
々
咲(

３)

佳　
　

作　

加
賀　

琉
愛(

３)

佳　
　

作　

青
木　

駿
典(

４)

小
学
生
高
学
年(

５
・
６
年)
の
部

最
優
秀
賞　

米
山
日
向
翔(
５)

優 

秀 

賞　

佐
藤　
　

翠(

６)

優 

秀 

賞　

村
田　

陽
海(

６)

佳　
　

作　

鈴
木　

愛
紗(

５)

佳　
　

作　

大
胡
田
心
羽(

６)

佳　
　

作　

寺
田　

陽
鞠(

６)

中
学
生
の
部

最
優
秀
賞　

鈴
木　

里
奈(

１)

優 

秀 

賞　

齋
藤　

心
愛(

１)

優 

秀 

賞　

山
本　
　

拓(

１)

佳　
　

作　

加
賀　

愛
華(

１)

佳　
　

作　

久
住
ひ
よ
り(

１)

佳　
　

作　

齋
藤
美
桜
迦(

１)

　

小
・
中
学
生
の
夏
休
み
の
課

題
と
し
て
募
集
し
た
交
通
安
全

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査

会
が
９
月
２
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
交
通

安
全
ポ
ス
タ
ー
を
作
製
す
る
こ

と
に
よ
り
、
家
族
ぐ
る
み
で
交

通
安
全
意
識
を
高
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
、
１
６
９
点
の
応
募

が
あ
り
、
町
長
、
交
通
安
全
対

策
委
員
、
小
中
学
校
教
諭
な
ど

に
よ
り
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
入
賞
者
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課(

４
２)

３
９
６
６

▲審査の様子

小学生低学年の部

２年

渡辺　琉仁さん

最優秀賞

小学生中学年の部
【
評
】
丁
寧
に
描
か
れ
て
い
て
、
着
て
い
る

【
評
】
服
の
色
が
信
号
機
の
色
に
な
っ
て
い

【
評
】
る
と
こ
ろ
が
良
い
。

最優秀賞

３年

松岡　とわさん

【
評
】
家
族
が
描
か
れ
て
い
て
、
家
族
み
ん

【
評
】
な
で
気
を
付
け
よ
う
と
い
う
メ
ッ
セ

【
評
】
ー
ジ
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

小学生高学年の部

最優秀賞

５年

米山日向翔さん

【
評
】
タ
ッ
チ
が
柔
ら
か
い
と
こ
ろ
が
良
く
、

【
評
】
文
字
も
大
人
へ
の
強
烈
な
メ
ッ
セ
ー

【
評
】
ジ
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。

中学生の部
【
評
】
黒
と
赤
の
配
色
が
と
て
も
目
に
付
き
、

【
評
】
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が
あ
り
、
文
字
の
デ

【
評
】
ザ
イ
ン
も
良
く
て
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

１年

鈴木　里奈さん

最優秀賞
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安
曇
地
区
と
の
交
流

 
～
松
崎
か
ら
安
曇
へ
～

　

２
日
目
は
、
上
高
地
の
河
童

橋
周
辺
を
散
策
し
、
海
と
山
を

周
囲
に
臨
む
松
崎
と
は
異
な

り
、
険
峻
な
山
々
が
連
な
る
穂

高
連
峰
や
梓
川
の
清
流
な
ど
、

北
ア
ル
プ
ス
の
雄
大
な
自
然
を

満
喫
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
安
曇
地
区
の
中

学
生
と
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
で
汗

を
流
し
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
の
交
流
で
お
互
い
の

絆
を
深
め
合
い
ま
し
た
。

　

夕
食
後
は
、
日
本
で
も
有
数

の
観
測
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
乗
鞍

高
原
の
天
の
川
ス
タ
ー
ラ
イ
ト

ツ
ア
ー
に
参
加
し
、
澄
み
切
っ

た
夜
空
の
中
で
天
の
川
な
ど
満

天
の
星
々
を
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

佐
藤
文
彦
松
崎
中
学
校
長
を

団
長
と
し
た
松
崎
中
学
校
２
年

生
ら
33
人
が
、
８
月
25
日
か
ら

27
日
ま
で
の
３
日
間
、
松
本
市

安
曇
地
区
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

目
的
は
、
安
曇
地
区
の
豊
か

な
自
然
に
触
れ
る
と
と
も
に
、

安
曇
中
学
校
、
大
野
川
中
学
校
、

奈
川
中
学
校
と
の
交
流
を
通
じ

て
地
区
交
流
の
絆
を
深
め
る
も

の
で
す
。

　

一
行
は
松
本
市
到
着
後
、
国

宝
指
定
さ
れ
て
い
る
松
本
城
の

堅
牢
な
大
天
守
や
優
雅
な
月
見

櫓
な
ど
を
見
学
し
、
松
本
市
の

歴
史
文
化
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
奈
川
渡
ダ
ム
と

安
曇
発
電
所
を
見
学
し
、
大
自

然
の
力
を
最
大
限
に
利
用
し
た

科
学
技
術
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

さ
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
、
３
日

間
の
充
実
し
た
思
い
を
胸
に
松

崎
へ
の
帰
路
に
就
き
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会(

４
２)

３
９
７
１

▲松本城での記念写真

▲上高地散策

▲マレットゴルフ交流
▲奈川渡ダム見学

　

３
日
目
は
、
奈
川
渡
ダ
ム

で
普
段
見
ら
れ
な
い
場
所
も

見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

最
後
は
、
風
穴
の
里
で
家

族
や
友
達
、
も
ち
ろ
ん
自
分

へ
の
お
み
や
げ
購
入
タ
イ
ム
！

　

最
高
に
楽
し
い
３
日
間

だ
っ
た
と
の
感
想
も
聞
か
れ

ま
し
た
。
来
年
も
お
待
ち
し

て
い
ま
す
！

　

８
月
25
日
～
27
日
、
松
崎

中
学
校
２
年
生
28
人
を
松
本

市
に
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

全
員
が
初
め
て
の
来
訪

で
、
松
本
城
の
壮
大
さ
に
驚

い
て
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
上
高
地
の
散

策
を
経
て
、
乗
鞍
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ

（
い
が
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ラ
ン
ド
）
へ
移
動
し
、
地

元
中
学
生
19
人
と
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
大
会
で
大
は
し
ゃ

ぎ
。
終
了
後
は
ス
イ
カ
で
乾

杯
し
、
み
ん
な
で
残
さ
ず
食

べ
ま
し
た
。

　

両
校
の
生
徒
同
士
が
仲
良

く
な
る
の
は
あ
っ
と
い
う
間

で
、宿
に
向
か
う
時
に
は
、
双

方
が
名
残
惜
し
そ
う
で
し
た
。

　

夜
に
行
わ
れ
た
「
ス
タ
ー

ラ
イ
ト
ツ
ア
ー
」
は
天
候
に

恵
ま
れ
、
満
点
の
星
空
を
満

喫
し
ま
し
た
。

地

域

交

流

通

信

 

地

域

交

流

通

信

地

域

交

流

通

信

  

松
本
市
安
曇
地
区
か
ら

　
　

松
崎
中
学
生
が
キ
タ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！

▲集合写真
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まつざき健
けんこう

幸レシピ　No.62食遊会レシピ

ニンジンポタージュ

－ここがポイント－

★口当たり滑らかな、ニンジンたっぷりの減塩ポタージュ

　です。カボチャで代用してもおいしいです。

エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 食塩相当量

58kcal ２. ２g １. ７g 10. ８g ０. ６g

（１食当たり）

－　材料（４人分）－

ニンジン・・・・・・２００ｇ（１本）

タマネギ・・・・・・・・・・・80 ｇ

　　　　　　　　　　　　  （１／３個）　　　　　　　

ジャガイモ（小）・・・・50 ｇ（１個）　　　

水・・・・・・・・・・・・５００ml

コンソメ（固形）・・・・・・１/ ２個

牛乳・・・・・・・・・・・１６０ml

塩・・・・・・・・・・・・・・・少々

こしょう・・・・・・・・・・・・少々

－　作り方　－

①ニンジン、タマネギ、ジャガイモの皮をむき、

　５㍉幅に薄くスライスする。

②鍋に水と①を入れ、中火で５分程度煮る。

※煮汁が少なくなってしまったら、追加で 50

　～１００ml ずつ水を加える。

③ニンジンとジャガイモが柔らかく（竹串を通

　してすっと通るくらいに）なったら、コンソ

　メを入れ弱火で４～５分程度煮る。

④③の粗熱がとれたら、ミキサーに掛け、ザル

　で濾して鍋に戻す。

⑤④に牛乳、塩を入れ弱火で加熱する。

⑥器に盛り、こしょうを振る。

【問合せ】　健康福祉課（４２）３９６６

町町  

長長  

ココ  

ララ  

ムム  　　

第第
4646
回回

リ
ー
ダ
ー
像

リ
ー
ダ
ー
像

松
崎
町
長
　
深
澤
　
準
弥

松
崎
町
長
　
深
澤
　
準
弥

　

今
月
い
よ
い
よ
自
民
党
の

総
裁
選
が
行
わ
れ
ま
す
。
改

め
て
今
求
め
ら
れ
る
リ
ー

ダ
ー
と
は
？　

時
代
が
急
激

に
変
化
し
、
未
来
予
測
が
難

し
く
、
物
事
が
複
雑
に
絡
み

合
い
、
因
果
関
係
が
不
明
瞭

な
現
代
社
会
に
お
い
て
、
持

続
可
能
な
地
域
社
会
を
創
造

し
、
多
く
の
人
が
行
き
交
う

ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
国
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
県
や
地
方
自
治
体
、
民

間
企
業
、
各
種
団
体
に
お
い

て
も
、
リ
ー
ダ
ー
の
手
腕
が

そ
の
組
織
の
行
く
末
に
大
き

く
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
心
理
学
の
理
論
を

統
合
し
た
場
合
、
求
め
ら
れ

る
リ
ー
ダ
ー
像
は
、
次
の
よ

う
に
ま
と
め
ら
れ
ま
す
。

一
貫
性
：
発
言
、
行
動
が
一

貫
し
て
お
り
、
過
去
の
説
明

と
齟
齬
が
な
い

透
明
性
：
不
利
な
情
報
も
含

め
事
実
を
公
開
し
、
疑
問
や

質
問
に
具
体
的
か
つ
検
証
可

能
な
形
で
回
答
す
る

価
値
基
盤
の
明
示
：
行
動
の

背
景
に
あ
る
理
論
・
価
値
観

が
明
確
で
、
判
断
基
準
を
説

明
す
る

共
感
と
傾
聴
：
組
織
メ
ン

バ
ー
の
声
に
耳
を
傾
け
、
必

要
な
対
応
を
取
る

危
機
に
お
け
る
迅
速
な
対
応
：

問
題
を
長
期
化
さ
せ
ず
、
制

度
的
信
頼
を
再
構
築
す
る
た

め
の
具
体
的
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
提
示
す
る

　

こ
の
他
に
、
「
知
行
合
一
」

（
ど
ん
な
知
識
も
行
動
が

伴
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
不
完

全
で
あ
る
）
、
知
識
と
行
動

力
を
併
せ
持
つ
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
で
す
。

　ザルで濾すとより滑らかに仕上がります

が、ミキサーに掛けただけでもおいしくいた

だけます。



 My Town Topics～まちのできごと～

　８月 19日、松崎町総合福祉センターで、松崎町お
よび松崎町社会福祉協議会の主催でｅスポーツ体験
会が開催され、20人以上が参加しました。
　参加者は、シニアｅスポーツの可能性や静岡県内
のｅスポーツの事例などについて学んだ後、しずお
か健康長寿財団や松崎中学校、松崎高校の生徒にや
り方を教わりながら、「太鼓の達人」などのゲームを
体験しました。

ｅスポーツ体験会

　９月 10日、第 25回全国漆喰鏝絵コンクール審査
会を実施しました。
　富山大学名誉教授の丹羽洋介さんをはじめ、日本
左官業組合など６人の審査員が、全国から集まった
47 点の中から、最優秀賞・優秀賞・入賞の 15 点、
佳作 16点を選出しました。
　入賞作品は伊豆の長八美術館で、佳作は民芸館で、
10月 31日 ( 金 ) まで展示される予定です。

　８月 30 日、重要文化財岩科学校の活用に向けた
第１回ワークショップが開催されました。
　このワークショップは、貴重な歴史的建造物であ
る「重要文化財岩科学校」を、今後どのように地域の
資源として活かしていくか考えるために行われました。
　今回は、地域住民の方など 15 人が参加し、施設
の現状を共有して、今後の進め方やスケジュールな
どについて、意見交換を行いました。

　８月 20 日、気候変動適応法に基づく指定暑熱避
難施設にマックスバリュ松崎店を指定し、その暑熱
避難施設の運営にあたりマックスバリュ東海株式会
社様と協定を締結しました。
　この締結に伴い、今後、静岡県に熱中症特別警戒
アラートが発表された場合は、暑さをしのげる場所
として、マックスバリュ松崎店を利用することがで
きます。

13

重要文化財岩科学校の活用に向けたワークショップ

第 25 回全国漆喰鏝絵コンクール審査会

「気候変動適応法に基づく指定暑熱避難施設に係る協定」 締結式



町の人口と世帯
（令和７年８月 31 日現在）

　　　　（　）内は前月比

総人口　　5,539 人　（ー 11人）

　男　　　2,619 人　（ー  ５人）

　女　　　2,920 人　（ー  ６人）

世帯数　　2,812 戸　（ー  １戸）

転　入　  ９人　転　出    11 人

出　生　  ０人　死　亡      ９人

戸籍だより

　令和７年８月発生分

　　　　　（　）内は前年同月比

　人身事故　　　１件　（－１）

　物損事故　　 13 件　（－３）

　死　　者　　　０人　（±０）

　傷　　者　　　１人　（－３）

松崎町ホームページアドレス　https://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

町 の 交 通 事 故

松

崎

文

芸

松

崎

文

芸

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

※この欄に掲載を希望されない場合は、
　お申し出ください。

-

短
歌-

（８月届出分）
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広
報
ま
つ
ざ
き
二
〇
二
五
年
十
月
一
日
発
行

通
刊
　
第
　
七
　
三
　
七
　
号

発
行
　
静
岡
県
松
崎
町
　
編
集
　
企
画
観
光
課

印
刷
　
㈲
サ
ン
印
刷

〒
四
一
〇-

三
六
九
六 

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

☎〈
〇
五
五
八
〉
四
二
ー
三
九
六
四� 

℻〈
〇
五
五
八
〉
四
二
ー
三
一
八
三

地 区 氏 名 年齢 届 出 人

南 郷 土屋ツカ子 75 土屋　勝実

池 代 齋藤　靖子 94 深渡瀨　猛

峰 佐藤　治枝 86 佐藤　直樹

那 賀 藤井シヅカ 95 藤井　正美

伏 倉 金子　正江 92 金子　千勢

南 郷 船津　幸子 89 船津　明浩

櫻 田 佐藤　節男 77 佐藤ゆみ子

伏 倉 渡邉　兼春 88 渡邉　昌也

おお 悔 み 申 し 上 げ ま す（ 死悔 み 申 し 上 げ ま す（ 死 亡 ）亡 ）

夫 妻

地 区 氏 名 地 区 氏 名

櫻 田 山本　洋之 櫻 田 小林　かな

おお め で と う ご ざ い ま す（ 婚 姻め で と う ご ざ い ま す（ 婚 姻 ））

白
浜
の
パ
ン
ダ
別
れ
に
涙
す
る

　
　
　
芸
の
つ
も
り
か
笹
に
か
じ
り
つ
く
　
　
　
石
田
　
安
江

所
せ
ま
し
と
備
品
の
箱
の
積
ま
れ
ゐ
て

　
　
　
進
水
式
の
間
近
に
せ
ま
る
　
　
　
　
　
　
岡
村
　
芳
子

侘
助
の
新
芽
の
色
の
濃
く
な
り
て

　
　
　
空
へ
と
伸
び
る
陽
を
透
か
せ
つ
つ
　
　
　
杉
山
安
紀
子

高橋　歩
ほ ま れ

希さん

（雲見区）

ぴぴ
かか
ぴぴ
かか
キ
ッ
ズ

キ
ッ
ズ

　

３
歳
の
健
診
で
「
む
し
歯
」

が
な
か
っ
た
お
子
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。

　

家
族
み
ん
な
で
歯
の
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
歯
の
健
康

　

子
ど
も
の
歯
は
、
適
切
な
ケ
ア

を
行
う
こ
と
で
、
生
涯
に
わ
た
る

歯
の
健
康
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

１
．
仕
上
げ
磨
き

　

大
人
が
し
っ
か
り
仕
上
げ
磨
き

し
ま
し
ょ
う
。

２
．
定
期
的
な
歯
科
受
診

　

ト
ラ
ブ
ル
が
な
く
て
も
、
定
期

的
な
受
診
を
し
ま
し
ょ
う
。

３
．
フ
ッ
素
塗
布

　

フ
ッ
素
は
自
然
界
に
存
在
す
る

元
素
の
一
つ
で
、
歯
を
強
く
す
る

効
果
が
あ
り
ま
す
。

幼
児
フ
ッ
素
塗
布

　

小
さ
な
う
ち
か
ら
フ
ッ
素
に

よ
る
ケ
ア
を
し
て
丈
夫
な
歯
を
育

て
ま
し
ょ
う
！

【
対
象
】

　

町
内
在
住
の
２
歳
児
、
２
歳
６

カ
月
月
児
、
３
歳
６
カ
月
児
、
４

歳
児
（
１
歳
６
カ
月
児
、
３
歳
児

は
幼
児
健
診
に
て
実
施
）

【
内
容
】

　

歯
科
医
師
ま
た
は
歯
科
衛
生
士
に

よ
る
フ
ッ
素
塗
布
、
歯
の
相
談
な
ど

【
受
診
方
法
】

　

歯
科
医
院
に
予
約
を
し
、
受
診
券

な
ど
持
参
の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６


